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組合員数 22,470人
出資総額 426,680,500円
一人平均出資額 18,989円

▼
夏
の
参
院
選

か
ら
、「
18
歳
選

挙
権
」
が
施
行

さ
れ
ま
す
。
選

挙
権
年
齢
の
歴

史
を
見
ま
す
と
、
１
８
９
０

年
の
第
１
回
衆
院
選
の
選
挙

権
は
、
居
住
地
や
財
産
、
性

別
の
制
限
に
加
え
て
、
年
齢

も
25
歳
以
上
の
ご
く
一
部
の

人
（
人
口
の
１
％
）
に
限
ら

れ
ま
し
た
。
戦
後
、
男
女
普

通
選
挙
法
が
制
定
さ
れ
、
選

挙
権
は
20
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、「
普
選

運
動
」、「
婦
人
参
政
権
獲
得

運
動
」
な
ど
、
先
人
た
ち
が
、

命
を
懸
け
て
闘
い
勝
ち
得
た

も
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
選

挙
権
」
で
す
。
今
回
の
「
18

歳
選
挙
権
」
は
、
政
治
家
が

中
心
に
な
っ
て
決
ま
っ
た
も

の
で
す
が
、
将
来
の
日
本
を

ど
う
す
る
の
か
、
若
い
世
代

と
一
緒
に
考
え
る
良
い
き
っ

か
け
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

▼
一
票
を
投
じ
る
こ
と
が
ど

れ
く
ら
い
の
価
値
と
責
任
を

持
つ
か
ど
う
か
を
、
分
か
り

易
く
金
額
に
表
す
方
法
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
に
「
一
票
を
国
家
予
算
の

配
分
を
決
め
る
権
利
」
と
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
有
権
者
一
人
に
つ
き

一
票
は
３
６
０
万
円
に
な
り

ま
す﹇
国
家
予
算（
約
90
兆
円
）

×
任
期（
４
年
）÷
有
権
者
数

（
約
１
億
人
）＝
３
６
０
万

円
﹈。
一
方
、
子
ど
も
の
将
来

や
次
世
代
の
子
孫
が
幸
せ
に

暮
ら
す
社
会
ま
で
考
え
れ
ば
、

「
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
」
と
も
い
え

ま
す
。
最
終
的
に
、「
一
票
の

価
値
」
を
決
め
る
の
は
あ
な

た
次
第
で
す
。
▼
夏
の
参
院

選
に
向
け
て
、
ご
家
庭
や
職

場
で
選
挙
や
政
治
に
つ
い
て

話
題
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
せ
ん
か
？　

 　
　
　
（
酉
）

環境改善している室内

お
詫
び　

先
月
号
、
虹
の
著
者

が
「
酉
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、「
紅
」
に
訂
正
し
ま
す
。

　

暑
さ
と
と
も
に
入
梅
の
気

配
も
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

通
町
診
療
所
は
、
１
９
８

５
年
６
月
よ
り
、
移
転
し
た

高
崎
中
央
病
院
の
跡
を
つ
い

で
開
始
し
ま
し
た
。
大
き
く

変
遷
す
る
市
街
地
で
、
皆
様

に
支
え
ら
れ
地
域
医
療
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
診
療

所
と
併
設
す
る
通
町
デ
イ
ケ

ア
も
、
介
護
保
険
施
行
前
か

ら
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
築

き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
通
町
デ
イ

ケ
ア
へ
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
根
幹

は
変
わ
ら
ず
、「
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
」
を
胸
に
今
日

に
至
り
ま
す
。

　

通
町
診
療
所
デ
イ
ケ
ア
の

主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て

は
、
生
活
上
で
必
要
な
「
日

常
動
作
訓
練
（
入
浴
動
作
や

着
替
え
、
ト
イ
レ
動
作
な

ど
）」、
認
知
機
能
の
活
性
化

を
目
指
し
た
「
作
業
活
動
訓

練
」
さ
ら
に
、「
筋
力
強
化

訓
練
」、「
歩
行
や
立
ち
上
が

り
な
ど
の
動
作
訓
練
」、「
自

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
指

導
」
な
ど
の
身
体
機
能
訓
練

を
多
職
種
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

介
護
保
険
の
改
定
や
国
の
指

針
を
受
け
、今
年
度
か
ら「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ

に
限
ら
ず
ご
自
宅
や
地
域
で

末
永
く
活
躍
さ
れ
る
よ
う
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

通
町
診
療
所
デ
イ
ケ
ア
で

は
、
今
後
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
る
た
め

に
環
境
面
の
改
善
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
12
月

に
は
、
利
用
者
様
が
少
し
で

も
長
く
快
適
に
過
ご
し
て
頂

け
る
よ
う
、
デ
イ
ケ
ア
で
ご

利
用
頂
い
て
い
た
机
や
椅
子

を
一
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
ス
ペ
ー
ス
も
見
直
し
を

行
い
、
利
用
者
様
が
活
動
し

や
す
い
よ
う
、
運
動
を
行
え

る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
、
さ
ら

に
は
体
力
増
強
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
も
、

様
々
な
方
々
の
協
力
に
よ

り
、
実
際
に
利
用
者
様
に

使
っ
て
頂
き
、
感
想
を
頂
戴

す
る
機
会
を
得
る
事
も
で
き

ま
し
た
。
現
在
は
試
用
の
段

階
で
す
が
、
今
後
は
こ
う

い
っ
た
機
器
の
導
入
も
、
大

切
な
検
討
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
通
町
診
療
所
デ
イ

ケ
ア
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
（
か
た
く
り
の
会
）
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
利
用
者
様
か
ら
も
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
欠
か

せ
な
い
存
在
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

内
容
は
、
利
用
者
様
の
お
話

相
手
や
、
身
の
回
り
の
支
援

（
整
容
行
為
な
ど
）、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
補
助
な
ど
で

す
。
今
年
は
、
か
た
く
り
の

会
の
方
々
よ
り
デ
イ
ケ
ア
の

利
用
者
様
が
使
用
す
る
マ
グ

カ
ッ
プ
・
汁
椀
の
寄
贈
を
頂

き
、
利
用
者
様
、
職
員
一
同

か
ら
も
と
て
も
好
評
で
す
。

今
年
度
は
、
代
表
者
の
引
き

継
ぎ
な
ど
も
あ
り
、
歴
史
あ

る
か
た
く
り
の
会
も
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
職
員
一
同
、「
地

域
の
皆
様
と
と
も
に
」、
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
作
業
療
法
士　

佐
藤
琢
也

デ
イ
ケ
ア　

真
木
純
子
）

メ
ン
ト
加
算

Ⅱ
」
を
取
得
し

て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
利

用
者
様
、
ご
家

族
様
や
関
係
各

職
種
の
み
な
ら

ず
、
医
師
や
看

護
師
な
ど
利
用

者
様
に
関
わ
る

す
べ
て
の
専
門

職
が
共
通
の
目

標
を
持
ち
、
通

町
デ
イ
ケ
ア
内

かたくりの会
左：星田さん（新会長）　右：橋本さん

　

５
月
18
日
〜
24
日
ま
で
、

熊
本
県
の
く
わ
み
ず
病
院
の

支
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

病
院
の
職
員
も
自
分
自
身
が

被
災
し
て
い
る
中
で
仕
事
も

こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

中
に
は
子
連
れ
で
出
勤
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
ま

た
、
現
地
の
生
活
の
様
子
は

テ
レ
ビ
な
ど
で
伝
え
ら
れ
る

も
の
と
は
違
い
、
全
国
か
ら

集
め
た
支
援
物
資
が
避
難
所

に
行
き
渡
ら
ず
、
生
活
物
資

の
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
状

況
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
過
去
の
震
災
の

経
験
を
教
訓
に
し
て
、
非
常

時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
る

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
栄
養
課
・
管
理
栄
養
士

湯
本　

祐
子
）

戦争法廃止2,000万人署名へのご協力、
誠に有難うございます。
はるな生協目標5,500筆で、

2,615筆集まっております（5/31時点）。
６月末日まで、引き続き署名の取り組みに

ご協力をお願い致します。
病院・診療所・歯科の窓口で署名できます。

お問合せ：組合員活動部まで　TEL：027-323-2762

菊陽病院対策本部

益城町　家屋の倒壊

熊本地震支援募金にご協力下さい。
高崎中央病院・通町診療所・はるな生協歯科の

窓口に募金箱があります。
５月末日現在、150,153円の募金が集まりました。
集まった募金は、被災地へお送り致します。

お問合せ：組合員活動部まで　TEL：027-323-2762
５月18日～24日管理栄養士湯本祐子さんが支援に参加しました。
６月は看護師古川真由美さんが支援予定です。

熊
本
被
災
地
支
援
報
告

熊
本
被
災
地
支
援
報
告

通
町
診
療
所
・
通
町
デ
イ
ケ
ア

時
代
が
変
わ
っ
て
も
根
幹
は
変
わ
ら
ず

時
代
が
変
わ
っ
て
も
根
幹
は
変
わ
ら
ず

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
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組合員活動部から

そういえば
何をしているところ？

　　「共感」して「絆」を深めましょう！…相手の話しはよく聞き共感しながら会話はしたいですね

　

以
前
は
、
組
織
部
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
何
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
分
か
ら
な
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
出
資

金
の
手
続
き
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
、
緑
十
字
を
配
っ
て
い

る
、
班
会
を
し
て
い
る
、
ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
る
、
署
名
活
動
な
ど
な

ど
、職
員
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
、

組
合
員
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
皆

そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
そ
し
て
一

度
は
関
わ
っ
て
活
動
し
た
こ

　

厚
生
労
働
省
が
、
１
日
の

理
想
歩
行
目
安
と
し
て
い
る

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

⑤
高
崎
中
央
病
院
デ
イ
ケ
ア
の
歩
行
練
習
に
つ
い
て

イ
レ
や
食
事
等
の
必
要
不
可

欠
な
動
作
以
外
は
あ
ま
り
活

動
が
な
く
病
気
に
な
り
や
す

い
と
さ
れ
て
い
て
、
在
宅
生

活
で
は
移
動
・
歩
行
す
る
事

が
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
当
デ
イ
ケ
ア
で

は
活
動
性
向
上
の
た
め
に
も

歩
行
練
習
を
重
点
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
と
し
て
、
デ
イ

ケ
ア
内
を
５
分
間
歩
く
練
習

を
１
日
２
セ
ッ
ト
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
歩
く
練
習
は
飽
き
て

歩行練習の様子

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
員
活
動
部
（
以
下
組

活
）
と
は
、
生
協
組
合
員
と

と
も
に
地
域
に
活
動
を
ひ
ろ

め
、
多
く
の
方
に
は
る
な
生

協
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
様
々
な
企
画
運
営
を
行
う

部
署
で
す
。
現
在
職
員
は
４

名
、
事
務
所
は
高
崎
中
央
病

院
北
側
、
組
合
員
ふ
れ
あ
い

会
館
１
階
に
あ
り
ま
す
。（
旧

歯
科
診
療
所
）

〈
理
事
会
専
門
委
員
会
の

事
務
局
〉

　

は
る
な
生
協
で
は
、
組
合

員
の
代
表
理
事
で
専
門
委
員

会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ

の
委
員
会
の
事
務
局
を
担
っ

て
い
ま
す
。
①
編
集
委
員
会

は
、
機
関
紙
緑
十
字
を
作
っ

て
い
ま
す
。
②
院
所
利
用
委

員
会
は
、
虹
の
箱
へ
の
意
見

回
収
、
各
事
業
所
が
利
用
し

や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
協

議
し
て
い
ま
す
。
③
社
保
委

員
会
は
、
様
々
な
社
会
保
障

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

④
健
康
づ
く
り
委
員
会
で

は
、
は
る
な
健
康
体
操
の
普

及
、
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。
⑤
組
織
委

員
会
は
、
加
入
増
資
へ
の
働

き
か
け
地
域
支
部
へ
の
提
案

組活チーム息ぴったり

　

み
な
さ
ん
１
日
に
ど
れ
く

ら
い
歩
い
て
い
ま
す
か
？

し
ま
う
の
で
ポ
イ
ン
ト
制
を

導
入
し
、
５
分
間
歩
く
と
１

ポ
イ
ン
ト
で
50
・
１
０
０
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
表
彰
と

豪
華
景
品
が
贈
呈
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
に
よ
り

目
標
が
で
き
て
楽
し
く
歩
行

練
習
が
で
き
、
結
果
と
し
て

体
力
・
生
活
の
向
上
が
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
デ
イ
ケ
ア

で
は
、
こ
の
様
な
取
り
組
み

を
継
続
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

デ
イ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
ご

興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は

要
介
護
、
要
支
援
認
定
が
必

要
で
す
。

（
デ
イ
ケ
ア　

理
学
療
法
士

　

市
川　

竜
亮
）

の
は
約
１
万
歩
で

す
。

　

日
中
、
家
に
い

て
も
歩
行
す
る
歩

数
は
１
０
０
０
〜

３
０
０
０
歩
く
ら

い
で
、
た
く
さ
ん

家
事
仕
事
を
し
て

４
０
０
０
歩
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
に
お
い
て

は
、
１
日
の
歩
行

数
が
１
０
０
０
歩

未
満
の
方
は
、
ト

健康まつりテーマ・ポスターを募集
第22回健康まつり10月23日（日）開催

テーマのみポスターはデザインのみで応募できます。テーマのみポスターはデザインのみで応募できます。

締め切り締め切り：６月30日（木）：６月30日（木）
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病児・病後児保育室「のびのび」から
入園すると熱が出る!?

　入園したての数か月間はよく熱を出します。特定のウイルスに初めて
出会った子ども達は、発熱する可能性が高くなります。
　免疫＝体の中に侵入してくるウイルスや細菌などを見つけてそれを排
除する事で、身体を守るしくみ
　年齢とともに自前の抵抗力＝新たに獲得された免疫が蓄積され、しだ
いに感染しにくくなってきます。
　不思議なことに３歳以降、発熱の回数が減ってきます。
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催
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　事業活動の概況
１．重要な事業活動の内容
　2015年度の末日における組合の主な事業内容及び事業品目等は次のとおりで
す。
　　～略～

２．事業の経過及びその成果
（１）高齢者住宅虹の家の開設
①高齢者住宅虹の家（サービス付き高齢者向け住宅２号施設）新築工事は、計
画より１月遅れましたが、昨年10月に竣工し、11月１日に開業することができ
ました。
　　～略～
②この事業では国のサービス付き高齢者向け住宅整備事業補助金35,225千円を
受けました。
（２）利用の状況
　　～略～
（３）損益の状況（損益計算書参照）
　2015年度は、全般に厳しい年度でしたが、経常収支で従来事業が▲588万円
に対し、新規事業（ほほえみの杜・虹の家）は▲9,300万円と赤字の大半を占め
ており、施設介護事業の難しさを改めて思い知らされた１年でした。
　　～略～
（４）財務の状況
　　～略～

３．各分野の状況
（１）医療活動
（高崎中央病院）
①地域での役割を見定め、一般病床のうち10床を地域包括ケア病床に転換しま
した。
②在宅療養支援病院として24時間365日の在宅医療を提供しました。また、通
町診療所や訪問看護ステーション、ケアマネージャーとも連携し、情報共有と
事例検討を行いました。
（通町診療所）
①在宅医療導入時の手順や書類の整備、退院時カンファレンスへの積極的な参
加など、在宅療養がスムーズに進むよう情報収集と共有に努めました。
（歯科診療所）
①組合員・患者の口の健康増進のために、健康講座などで日常生活の大切さを
訴え、治療後には定期的なメンテナンスを訴えてきました。
（２）在宅福祉総合センターほほえみ
（在宅福祉総合センターほほえみ）
①訪問看護は、医療機関との連携を強め、今年度14人の看取りを行いました。
（介護センターほほえみの杜）
①高齢者住宅は、入退去もあり、若干の空室もある状況です。家族を含めた運
営懇談会を開催して要望を聞き、より良い住まいにするように努めてきました。
開業して２年が経過し、入院する入居者も増えています。
（高齢者住宅虹の家）
①高齢者住宅は、開業間もない11～12月の入居が少なく計画を下回りましたが、
医療機関や居宅介護支援事業所等への挨拶回り、「虹の家だより」を毎月発行
して空所情報を知らせるなど、入居者確保に努めてきました。
（通町診療所）
①高齢者あんしんセンター通町（地域包括支援センター）は、地域のよろず相
談窓口として年間2,791件の相談を受け、対応しました。地域での認知度もあが

り、認知症サポーター養成講座を３回開催し、あんしんセンター便りも５回発
行、介護予防教室の開催（３クール）などを行いました。
（その他）
①認知症サポーター養成講座は、あんしんセンター通町で２回、虹の家、歯科
で４回、89人が受講しました。
②有償ボランティア「あんじゃねぇ」は、本格的に稼働し、利用希望者24人、
活動実績76件（内訳は掃除60件、草取り10件、庭木の手入れ２件、大工仕事１
件、その他３件）、協力者登録数13人、延べ88人が活動しました。
（３）事業所利用委員会
（高崎中央病院）
①電子カルテのリハーサルで、模擬患者役となり導入に向けて協力しました（６
月27日、７月18日）。
（通町診療所）
①第16回ふれあいまつりを開催し、142人が参加しました。
（歯科診療所）
①患者満足度アンケートに取り組みました。
（４）健康づくり
①「はるな健康体操」をリハビリ室と共同で完成させ、DVDを作成し、月１
回実施しました。
②歯科医師による「健康の入り口はお口から」の講座を開催しました（10月６
日、18人）。
③健康ハイキングは、花の季節の八千穂高原を歩きました（６月14日、21人）。
（５）組織活動
〈地域に協同の「わ」をひろげる活動を進めます〉
①みんなで話し合い継続した新規加入者への大腸がん検査キット無料配布は、
２年目を迎えました。2014年度は回収率8.7％、陽性６件でしたが、2015年は回
収率11.6％、陽性10件でした。
②仲間ふやしの到達は616人で昨年を下回りましたが、個別訪問等を行い、加
入を呼びかけました。出資金ふやしは、目標を達成しました、特に、積立増資
は毎年増加しています。

（６）教育文化活動
　映画会、群馬の歴史散歩やうたごえ喫茶などを行いました。
（７）社会保障・平和を守る活動
（社会保障を守る活動）
①医療や介護の改悪に反対する運動（署名や集会）に積極的に取り組んできま
した。今年度は、高崎駅東口ヤマダ電機前で街頭宣伝を継続してきました。特
に、戦争法廃止を求める街頭宣伝では、ハンドマイク宣伝と2000万人統一署名
を行いました。
（平和を守る活動）
①国民平和大行進のメインコース、網の目コース合わせて160人の組合員、職
員が参加し、核兵器廃絶を沿道の人達にアピールしました。

４．当期における重要な事項
　　～略～

　はじめに
　戦後70年、被ばく70年を迎えた2015年度は、国の安全保障政策と社会保障政策の大転換が強行された年となりました。安倍政権は、昨年９月、多くの国民の反対
を押し切って、憲法の平和主義に反する安全保障関連法を成立させ、「戦争する国」へと舵を切りました。また、昨年６月に閣議決定された「骨太の方針2015」では、
社会保障費の徹底的な削減（社会保障費の伸びを３年間で1.5兆円削減）、規制緩和による「営利化」、消費税再増税を前提とした法人税減税と軍事費拡大の方針な
どを掲げています。軍事費の拡大や大企業の利益のために、国民の命と健康が左右されては本末転倒です。
　消費税増税、TPP（環太平洋連携協定）大筋合意、原発再稼働、米軍普天間飛行場の辺野古移設・新基地建設の強行など、安倍政権はどれをとっても世論に反す
る施策を強行しようとしています。戦争する国づくりへの動きが強まり、憲法「改正」の危険性が高まっています。
　また、アベノミクスと新自由主義路線は、大企業や一部の富裕層に富が集中する一方で、非正規雇用やワーキングプア（働く貧困層）の増大、高齢者や子どもの
貧困の増加など、貧困と格差の拡大をもたらし、今や国民の６人に１人が貧困層といわれています（厚生労働省「国民生活基礎調査」2012年）。
　こうした状況に対し、私たちは、引き続き平和憲法を守り、核兵器廃絶をめざす取り組みを強めるとともに、無料低額診療事業、路上生活支援やハローワーク前
相談会など「反貧困」の取り組みを強めましょう。東日本大震災被災地の復興にむけできる支援を行うとともに、脱原発の取り組みを進めましょう。
　さて、お陰さまで、昨年11月には「高齢者住宅虹の家」（サービス付き高齢者向け住宅２号施設）を開設することができました。一昨年10月の「介護センターほ
ほえみの杜」に続き短期間での施設展開もあり、経営的に厳しい状況もありますが、超高齢社会にむけ、これらの新規事業を軌道に乗せ、地域包括ケアの構築をめ
ざしましょう。

2015年度活動のまとめ（案）2015年度活動のまとめ（案）
第64期通常総代会に提案する事業報告（案）の概要は以下のとおりです。

2015年度活動のまとめ（案）2015年度活動のまとめ（案）2015年度活動のまとめ（案）

2015年度全国四課題目標到達
年間目標 到　　達

仲間ふやし 1,000人 616人
出資金ふやし 3,000万円 3,196万円
班づくり・班会開催 30班450回 １班424回
担い手の育成 100人 132人
機関紙配布率 60％ 40.4％
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はるな生活協同組合　高崎中央病院　Tel（０２７）３２３－２６６５㈹

お電話での予約や変更など受け付けております。
ご遠慮なくご利用下さい。（9：00～17：00）

予約専用電話　Tel（０２７）３２３－２８０８

診 療 案 内高崎中央病院 2016年６月１日～
◎左記以外に以下の専門外来もおこなっています。
　◆乳腺外来　→　水曜・金曜午前８時50分～12時
　◆胃ろう外来　→　 胃ろうに関するご相談
　　　　　　　　　　（担当：佐藤）
　◆予防接種外来　→　 海外渡航予定の方の予防接種

相談（担当：鈴木）
　◆ 甲状腺・内分泌・糖尿病外来については医師にご
相談ください。

　◆往診・訪問診療については医師にご相談ください。
　◆ペースメーカー外来　→　 ペースメーカーに関す

るご相談（担当：桐生）
◎ 小児科については「小児科診療案内」をご覧下さい。
小児科窓口に置いてあります。

＊ 外来診療は予約制を基本としております。ご予約の患者様

は予約受付にて受付をお願いいたします。

＊ ご予約されていない方は総合受付にて受付をお願いいたし

ます。急患の方やご気分の悪い方は、ご遠慮なく受付・外

来看護師にお話しください。

＊太字は、診療体制が変更となっております。

＊ 第２土曜日は診療を縮小しており、内科・外科は休診です。

小児科・整形外科は午前中のみ診療しております。

＊ 時間外・休日・夜間の救急対応もしております。ご来院い

ただく前にかならずお電話にてご連絡ください。

＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。

　（URL：http://www.harunacoop.jp）
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。
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が
ら
患
者
さ
ん
に
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
だ

ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
、
最
後

に
は
薬
も
飲
ま
な
く
な
っ
て

病
院
に
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

現
代
医
学
も
手
の
届
か
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
高
血
圧
、
喘
息
、
腰
痛
、

め
ま
い
、
月
経
困
難
、
潰
瘍

性
大
腸
炎
ｅ
ｔ
ｃ
。「
も
う

治
っ
た
か
ら
病
院
に
こ
な
く

て
よ
い
で
す
よ
。」
と
言
わ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
？
ど
ん
な
病
気
も
ず
っ
と

薬
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

漢
方
薬
と
鍼
灸
を
使
っ
た

中
医
学
の
治
療
は
、
現
代
医

学
と
違
っ
た
観
点
か
ら
皆
さ

ん
の
体
が
「
治
る
」
お
手
伝

い
を
す
る
治
療
法
で
す
。
お

腹
が
痛
く
て
検
査
を
し
た
け

れ
ど
異
常
が
な
い
、
肩
が
痛

く
て
上
が
ら
な
い
け
れ
ど
検

査
で
異
常
が
な
い
か
ら
ず
っ

と
痛
み
止
め
を
飲
ん
で
い

る
、
病
名
は
わ
か
っ
た
け
れ

ど
治
療
法
が
な
い
な
ど
、

困
っ
た
症
状
の
あ
る
方
は
是

非
試
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

漢
方
・
鍼
灸
治
療
は
幸
せ

に
な
る
た
め
の
医
療
で
す
。

日
常
の
困
っ
た
症
状
か
ら
解

放
さ
れ
て
よ
り
良
い
人
生
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
あ
れ
ば
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
当
院
で
は
、
私
と
も

う
１
名
で
そ
れ
ぞ
れ
毎
週
火

曜
日
午
前
・
午
後
、
木
曜
日

午
後
に
呼
吸
器
内
科
外
来
診

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
呼
吸
器
内
科
医
が

扱
う
疾
患
と
し
て
は
、肺
炎
、

気
管
支
喘
息
、
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、
間

質
性
肺
炎
の
他
に
も
種
々
の

呼
吸
器
感
染
症
な
ど
多
岐
に

渡
り
ま
す
。

　

一
部
聞
き
な
れ
な
い
病
名

も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
例
え
ば
気
管
支
喘
息
や

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
）
な
ど
の
慢
性
的
な
疾

患
は
早
期
に
適
切
な
治
療
を

行
う
事
で
症
状
を
抑
え
、
生

活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
向
上

す
る
事
に
繋
が
り
ま
す
。

　

逆
に
、
か
な
り
悪
化
し
て

し
ま
う
ま
で
放
置
し
て
し
ま

う
と
治
療
に
対
す
る
反
応
が

悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

体
力
が
衰
え
る
事
に
よ
り
回

復
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
事
も
あ
り
ま
す
。

　

早
期
の
診
断
に
至
る
き
っ

か
け
と
し
て
は
何
週
間
も
続

く
咳
や
、慢
性
的
な
痰
絡
み
、

階
段
を
昇
る
際
の
息
切
れ
、

朝
夕
の
一
時
的
な
呼
吸
困
難

感
な
ど
の
わ
ざ
わ
ざ
病
院
に

行
か
な
く
て
も
放
っ
て
お
い

て
大
丈
夫
か
な
？
と
思
い
が

ち
な
些
細
な
症
状
で
あ
る
事

が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

呼
吸
機
能
検
査
や
胸
部
Ｃ

Ｔ
、
採
血
な
ど
の
比
較
的
簡

便
な
検
査
で
診
断
が
可
能
で

す
の
で
皆
様
の
中
で
そ
う

い
っ
た
症
状
に
お
気
づ
き
の

際
は
呼
吸
器
内
科
外
来
ま
で

是
非
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。

ご
存
じ
で
す
か　

漢
方
内
科

内
科
医
師　

岸　

大
次
郎

内
科
医
師　

早
川　

乃だ
い

介す
け

呼
吸
器
内
科
外
来
に
つ
い
て

　

昨
年
で
き
た
笑
い
ヨ
ガ
班

会
（
上
中
居
支
部
）
は
、
ど

の
地
域
か
ら
で
も
誰
で
も
参

加
で
き
る
班
会
で
す
。第
２
・

第
４
土
曜
日
に
組
合
員
ふ
れ

あ
い
会
館
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
は
る
な
生
協
に
は
年
に

１
回
以
上
班
会
を
行
う
班
が

32
班
あ
り
ま
す
。
地
域
・
支

部
に
限
ら
ず
、
ど
こ
の
班
会

に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
気
に
な
る
班
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

お
友
だ
ち
と
班
を
作
る
事

も
出
来
ま
す
。
組
合
員
が
３

人
以
上
集
ま
っ
て
内
容
は
、

体
操
、お
料
理
、お
茶
、着
付

け
な
ど
な
ん
で
も
い
い
で
す
。

毎
月
か
ら
年
１
回
ま
で
開
催

も
自
由
で
す
。
は
る
な
生
協

の
仲
間
が
集
ま
っ
て
活
動
す

る
こ
と
、
仲
間
づ
く
り
す
る

こ
と
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
地

域
を
作
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
そ
の
た
め
の
１
番
小
さ

い
活
動
体
が
班
で
す
。
小
さ

い
で
す
が
１
番
頼
り
に
し
て

い
ま
す
。地
域
で
の
出
来
事
、

は
る
な
生
協
へ
の
意
見
が
率

直
に
語
ら
れ
る
場
所
だ
か
ら

で
す
。
お
友
だ
ち
と
気
に
な

班会の会場に使いましょう

班
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

で
も
班
会
っ
て
何
？

る
班
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
家
族
と
班
会
を
開
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
班
会
登
録

と
班
会
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
月
一
回
を
限
度
と
し
て

会
場
費
の
補
助
１
、０
０
０

円
が
あ
り
ま
す
。
組
合
員
活

動
部
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　

公
開
班
会
は
、
来
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
。
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く
含
む
青
背
の
魚
を
積
極
的

に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

血
糖
が
高
い
人

　

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続

く
と
血
管
内
で
酸
化
ス
ト
レ

ス
が
増
加
し
、
血
液
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
酸
化
さ
せ

ま
す
。
酸
化
し
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
、
よ
り
血
管
の
壁

の
中
に
入
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
食
事
の
量
を
腹

八
分
に
し
、
摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
適
量
に
保
つ
こ
と
、

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
不

足
し
が
ち
な
食
物
繊
維
や
ビ

タ
ミ
ン
を
と
り
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
今
回
の
料
理
紹

介
で
す
。

《
豆
乳
冷
麺
》

　

今
回
は
韓
国
の
豆
乳
冷
麺

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
日
本
そ
ば

に
。
汁
は
多
く
て
も
、
低
塩

で
す
。

●
材
料
（
２
人
分
）

・
日
本
そ
ば
…
…
…
乾
150
ｇ

栄
養
課 

だ
よ
り 

〈
血
管
の
若
さ
を
保
つ
〉

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

　

汗
ば
む
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
血
管
を
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
、
健
康
を
保
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
暑
い
季
節
も

乗
り
越
え
て
い
け
る
で
し
ょ

う
。
今
の
血
管
の
状
態
は
、

血
圧
や
血
液
検
査
で
わ
か
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
あ
な
た

が
注
意
す
べ
き
食
事
の
ポ
イ

ン
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

血
圧
が
高
め
の
人

　

血
圧
が
高
い
と
、
血
管
に

つ
ね
に
高
い
圧
力
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
負
担

で
、
血
管
が
傷
つ
き
、
傷
み

や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
血
圧
の
上
昇
を
抑
え
る

た
め
減
塩
し
、
う
す
味
に
慣

れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
め
の
人

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
管

の
壁
に
入
り
込
ん
で
、
蓄
積

し
て
い
き
、

詰
ま
り
や
す

い
血
管
に

な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
飽

和
脂
肪
酸

（
動
物
由
来

の
脂
肪
に
多

い
）を
控
え
、

多
価
不
飽
和

脂
肪
酸
を
多

・
き
ゅ
う
り
…
…
…
…
100
ｇ

・
ミ
ニ
ト
マ
ト
…
…
…
60
ｇ

・
豆
乳
…
…
…
…
…
…
300
㏄

・
め
ん
つ
ゆ（
ス
ト
レ
ー
ト
）

　
　

…
…
…
…
…
…
…
300
㏄

・
す
り
ご
ま
…
…
…
…
30
ｇ

・
あ
さ
つ
き
…
…
…
…
25
ｇ

・
練
り
ワ
サ
ビ
…
…
…
適
量

●
作
り
方

①
き
ゅ
う
り
は
せ
ん
切
り

に
、ト
マ
ト
は
半
分
に
切
る
。

あ
さ
つ
き
は
小
口
切
り
。

②
そ
ば
を
ゆ
で
、
流
水
で
洗

い
、
氷
水
で
し
め
る
。
し
っ

か
り
と
水
け
を
き
る
。

③
豆
乳
・
め
ん
つ
ゆ
・
す
り

ご
ま
を
合
わ
せ
て
器
に
注

ぎ
、
そ
ば
を
盛
る
。
そ
の
上

に
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
あ

さ
つ
き
を
飾
る
。
わ
さ
び
を

お
好
み
で
。

〈
１
人
分
の
栄
養
価
〉

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
397 

kcal

・
塩
分
…
…
…
…
…
…
2.2
ｇ

（
調
理
師　

飯
嶋　

良
太
）

感
動
に
包
ま
れ
た

感
動
に
包
ま
れ
た

　
　
　
　

  

「
う
た
ご
え
喫
茶
」

「
う
た
ご
え
喫
茶
」

　

３
月
に
行
っ
た
第
１
回
の

う
た
ご
え
喫
茶
で
は
「
次
回

も
開
催
し
て
欲
し
い
」、「
開

催
時
間
を
検
討
し
て
欲
し

い
」
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
第
２

回
う
た
ご
え
喫
茶
を
５
月
13

日
、
14
時
か
ら
組
合
員
ふ
れ

あ
い
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
25
人
の
参
加
で
、

始
ま
る
と
同
時
に
リ
ク
エ
ス

ト
が
沢
山
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

途
中
休
憩
を
は
さ
み
ま
し

た
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も

上
が
り
、
予
定
の
２
時
間
を

超
え
て
盛
り
上
が
り
約
30
曲

を
楽
し
く
、
元
気
に
歌
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
と
て
も
感
動
し
た
。」、

「
毎
月
開
催
し
て
欲
し
い
。」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

５
月
25
日
、
群
馬
民
医
連

主
催
の
２
０
１
６
年
度
新
入

職
員
国
会
議
員
要
請
体
験
行

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
で
は
約
１
０
０
人
が

参
加
、
は
る
な
生
協
か
ら
は

16
人
で
し
た
。
参
加
し
た
新

入
職
員
か
ら
の
感
想
で
す
。

　

正
直
、
今
ま
で
は
政
治
や

選
挙
に
は
と
て
も
難
し
い
印

象
が
強
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
関
心
を
持

ち
、
ど
ん
な
人
柄
で
ど
ん
な

政
策
を
掲
げ
て
い
る
の
か

知
っ
た
う
え
で
自
ら
考
え
、

積
極
的
に
選
挙
に
参
加
し
た

い
と
思
う
。

（
２
階
病
棟
・
看
護
師

鈴
木
ま
い
こ
）

　

実
際
に
議
員
会
館
を
訪
れ

請
願
書
を
手
渡
し
、
初
め
て

要
請
行
動
の
深
い
意
味
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
緊
張
し
た
１
日
で

し
た
が
、
仲
間
と
社
会
保
障

に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
臨
床
検
査
技
師木

村
か
お
り
）

は
る
な
生
協
の
新
し
い
仲
間

「
新
入
職
員
42
人
」

　

５
月
13
日
、
エ
テ
ル
ナ
高
崎
で
新
入
職
員
歓
迎

会
が
開
催
さ
れ
、
６
事
業
所
１
１
４
人
の
参
加
者

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

他
事
業
所
の
方
々
と
お
会

い
す
る
こ
と
も
少
な
い
の
で

と
て
も
良
い
機
会
で
し
た
。

　

料
理
も
お
い
し
く
そ
れ
ぞ

れ
の
写
真
を
入
れ
た
紹
介
ス

ラ
イ
ド
で
も
盛
り
上
が
り
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
と
し
て
１
日
も

早
く
し
っ
か
り
と
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
虹
の
家

小
澤　

陽
子
）

　

新
入
職
員
の
写
真
と
共
に

流
れ
た
紹
介
で
は
拍
手
を
い

た
だ
き
、
楽
し
い
お
酒
の
席

で
病
棟
の
先
輩
や
他
職
場
の

方
々
は
歓
迎
の
言
葉
を
か
け

て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
温
か

く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
２
階
病
棟
・
看
護
師

大
城　

優
花
）

総
代
会
へ 

各
地
で
支
部
総
会

 

利
根
川
の
ほ
と
り
で

中
居
第
二
支
部

　

５
月
９
日
、
総
会
が
行
わ

れ
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

敷
島
温
泉
ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤

城
の
湯
に
、皆
で
入
っ
た
後
、

２
０
１
５
年
度
を
ふ
り
返

り
、
今
年
度
も
毎
月
の
〝
つ

ど
い
〞
を
元
気
に
続
け
て
い

こ
う
と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

帰
り
は
、
利
根
川
の
畔
を

散
策
…
爽
や
か
な
風
の
中
お

し
ゃ
べ
り
も
弾
み
、楽
し
い
お

出
掛
け
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

出
資
し
て
利
用
し
て

 　
　
　
　
　

運
営
し
て

六
郷
支
部

　

総
会
は
５
月
19
日
レ
ス
ト

ラ
ン
し
ゃ
く
な
げ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
の

活
動
の
ま
と
め
を
皆
で
確

認
、
学
習
あ
り
、
男
の
料
理

教
室
あ
り
、
関
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
組
合
員
活
動
交
流
集
会
へ

の
参
加
と
活
動
し
た
１
年
で

し
た
。
ま
た
緑
十
字
読
者
か

ら
記
事
へ
の
意
見
、
個
別
送

迎
へ
の
質
問
要
望
も
出
さ
れ

生
協
の
利
用
運
営
を
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

笑
い
ヨ
ガ
班

　

 

２
年
目
に
む
け
て

上
中
居
支
部

　

５
月
９
日
、
上
中
居
支
部

の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
中
居
班
５
人
と
笑
い
ヨ
ガ

班
４
人
他
、
計
10
人
で
館
林

市
つ
つ
じ
が
岡
公
園
に
行
き

ま
し
た
。

 

あ
・
い
・
う
・
べ藤

岡
支
部

　

５
月
28
日
、
藤
岡
支
部
の

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
15

人
が
参
加
し
て
、
歯
科
講
座

で
は
「
あ
い
う
べ
体
操
」
を

学
習
し
ま
し
た
。

 

リ
ハ
ビ
リ
体
験

石
原
支
部

　

５
月
31
日
、
石
原
支
部
の

総
会
は
、
18
人
が
参
加
し
ま

し
た
。デ
イ
ケ
ア
講
座
で
は
、

実
際
に
デ
イ
ケ
ア
の
リ
ハ
ビ

リ
を
体
験
し
ま
し
た
。

活動をふり返る

みんな勉強熱心です

満開のつつじにむか
えられました

デイケア講座

みんなで “あ・い・う・べー”

初めてで緊張した国会要請体験

リ
ク
エ
ス
ト
が
と
ま
ら
な
い

教
育
文
化
委
員
会

新しい仲間

国
会
議
員
要
請
体
験
行
動
に

行
っ
て
き
ま
し
た
！




